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平成28年度後期 学会講演公開講座研究会 於昭和女子大学（敬称略）
10月8日（第1回生活心理研究所公開講座「若者しごと支援」）〇日本の若者と労働 独立行政法人労働政策研究研修機構主席統括研究員 濱 口 桂一郎
10月29日（第2回生活心理研究所公開講座「若者しごと支援」）〇情報通信革命の時代を生きる若者にとって働くこととは？
東邦大学医学部精神神経医学講座客員教授 東邦大学医療センター佐倉病院産業精神保健職場復帰支援センター 平 陽 一
10月29日（第5回地域連携センター「公開講座プログラム」）
〇縄文時代文化研究の最前線 山梨県北杜市諏訪原遺跡の発掘調査成果から 教授 山 本 暉 久
11月5日（第3回生活心理研究所公開講座「若者しごと支援」）
〇ストレスマネジメントに認知行動療法を活用する 早稲田大学人間科学学術院教授 鈴 木 伸 一
11月5日（第6回地域連携センター「公開講座プログラム」）〇毛筆で書く年賀状 教授 槍 田 良 枝
11月19日（言語教育コミュニケーション専攻外部講師講演会）
〇第二言語の知識習得使用の包括的なモデル化の試み 中央大学文学部教授 若 林 茂 則
11月26日（（第7回地域連携センター「公開講座プログラム」）
〇「モンゴル」とモンゴルの伝統文化（1） モンゴル人の分布とことば 教授 フフバートル
11月30日（外国人留学生危機管理セミナー学生部学生支援センター）
〇留学生受入れにおける大学の対策を考える 教授 ボルジギンフスレ
12月1日（福祉社会学科「第3回国際障がい者デーイベント」） 〇バリアフリー絵本の展示 他
12月3日（文化史学会第33回大会） 〇開会挨拶 教授 菊池 誠一／〇柄鏡形（敷石）住居址研究の50年（講演） 教授 山本 暉久／〇了翁禅師のこと（講演）
教授 関口 靜雄／〇山梨県北杜市諏訪原遺跡2016年夏季発掘調査報告（調査報告） 学生 長谷河 優花／学生 栁本 真央／教授 小泉 玲子／教授 山本 暉
久／〇近世以降のアイヌ文様に関する研究 衣服を中心に 大学院生 五関 美里／〇閉会挨拶 教授 田畑 久夫
12月3日（（第8回地域連携センター「公開講座プログラム」）
〇「モンゴル」とモンゴルの伝統文化（2）モンゴル語の伝統文化 教授 フフバートル／大学院 モンゴル人留学生
12月10日11日（国際文化研究所「国際シンポジウム」ユーラシアにおけるモンゴルのインパクト 考古学歴史学から見た「海域アジアのモンゴル襲来」）
10日〇挨拶1 学長 金子 朝子／〇挨拶2 内モンゴル大学 チメドドルジ／〇問題提起 非常勤講師 四日市 康博／〇第1部「日本のモンゴル襲来研究最前線」
司会 非常勤講師 山岸 良二／〇蒙古襲来時期の博多遺跡群 福岡市埋蔵文化財課 田上 勇一郎／〇陶磁器から見た蒙古襲来 沖縄県立芸術大学 森 達也／
〇蒙古襲来研究における新知見 大阪大学 中村 翼／〇第2部「海域アジアのモンゴルインパクト」司会 教授 菊池 誠一／〇東南アジア諸国のモンゴルイ
ンパクトとそのレスポンス ヘブライ大学 フランチェスカフィアシェッティ／〇陳朝考古学から見たベトナムのモンゴル襲来 ハノイ国家大学 ダンホンソン／
〇海事考古学から見たベトナムのモンゴル襲来 東海大学 木村 淳／〇モンゴル帝国のサハリン島への進出とアイヌ 函館工業高専 中村 和之／11日〇第3部
「モンゴルインパクトの背景」司会 教授 フフバートル／〇黒海地方におけるモンゴルインパクト モンゴル国立大学 バヤルサイハン／〇モンゴル覇権下に
おける中国とイランの海域通交 北京大学 党宝海／〇高麗におけるモンゴルのインパクトとレスポンス 韓国中央研究院 李康漢／第4部「モンゴルインパクト
による歴史認識の変容」司会 非常勤講師 四日市 康博／〇日本におけるモンゴル襲来に対する認識 オーストラリア国立大学 ナランゴア／〇ベトナムにおける
モンゴル襲来と歴史変容 ハノイ国家大学 グエンヴァンキム／〇モンゴル国における元朝認識とフビライ像 モンゴル科学アカデミー ポンツァグ／〇全体討
論会 コメント 同志社大学 向 正樹／折江工商大学 郭万平／モンゴル科学アカデミー チョローン
12月10日（現代ビジネス研究所研究セミナー「昭和女子大学×資生堂 共創プロジェクト 新たな商品価値の創造を目指して」）
〇資生堂としての大学との取り組み 資生堂相談役 末川 久幸／〇昭和女子大との共創プロジェクト 資生堂ヘルスケア事業部長 七野 公一／〇2年間のプロジェ
クト活動から学んだこと 学生プロジェクトメンバー
12月15日（現代ビジネス研究所研究員サロン）〇昭和女子大学生の国際協力に関する意識調査 「グローバル人材」の育成に向けた現状と課題
＜第3年次＞（中間報告） 学生 TEEXIN YEE／学生 金牧 美寿々／研究員 柳川 伸二
12月19日（第152回女性文化研究所研究会） 〇女性改革から働き改革へ 特別研究員 白 河 桃 子
1月21日（現代ビジネス研究所公開講座「就職するなら ・健康経営企業・だ！」） 〇健康経営の推進に向けて（講演） 経済産業省ヘルスケア産業課長 江崎 禎英／
〇就職するなら健康経営企業だ！（パネルディスカッション）パネリスト 経済産業省ヘルスケア産業課長 江崎 禎英／キャリア支援センター長特命教授 磯野
彰彦／モデレーター 研究員 経済産業省地域ヘルスケア創出アクセラレーター 新井 卓二
2月1日（人間社会学部研究会）
〇発達障がい児の学習支援研究 「見る」ことを通じた評価と支援 助教 大 森 幹 真
〇下級生に語ることを通した自己の実習経験における意味づけの再構築 ～過去の実習経験の捉え直しがもたらすもの～ 専任講師 遠 藤 純 子
2月8日（日本文学研究会）
〇日本近代文学における芭蕉の受容 太宰治の 軽み 教授 槍 田 良 枝
〇ある日の彰子の怒り 教授 久 下 裕 利
2月11日（第3回現代教育研究所フォーラム 兼 第10回昭和女子大学大学院人間教育学専攻フォーラム「待ったなし！ ICT活用による授業改革 ～未来を拓く
・学びの場・を創る」）〇開会挨拶 学長 金子 朝子／〇子どもが ・わかる・授業の創造 ～ICTで支える「知りたい！ 聞きたい！ 伝えたい！」～（実践事例発表）
世田谷区立東玉川小学校校長 奥山 圭一世田谷区立東玉川小学校主任教諭 荒川 信行／〇ICT活用の可能性 ～AL型授業の促進を目指して～ 昭和中学校
昭和高等学校教諭 小﨑 康宏／〇ICT活用教育の新たな課題 授業の「著作権リスク」にどう対応するか（ランチセミナー） 日経BP社 教育とICTOnline編
集長 中野 淳／〇文部科学省が進めるICT活用による教育改革，授業改革の動向と課題（講演） 文部科学省生涯学習政策局情報教育課情報教育振興室長 新津
勝二／〇学校現場におけるICT活用による学校改革，授業改革の動向と課題（講演） 東北大学大学院情報科学研究科教授 堀田 龍也／〇待ったなし！ ICT活用
による授業改革 ～動向と具体的展開～（シンポジウム）司会コーディネーター 教授 押谷 由夫准教授 駒谷 眞美／シンポジスト全実践事例発表者講演者
2月15日（環境デザイン研究会）
〇SOCIALMARKETINGSTORY デザインアプローチによるクリエイティブハブの創造 Japanesecaligraphy2017 助手 梶 浦 瑶 子
〇サバティカル報告 ～ExtractandStilbenesfrom NorwaySpruceBark 教授 中 山 榮 子
2月15日（現代ビジネス研究所研究員サロン）〇問題意識を明確化し，効果的な調査を行うには 准教授 髙 木 俊 雄
2月22日（英語コミュニケーション学科教員学術研究会）
〇AssessingReal-worldApplicationofLexicalLearninginanESPTourism IndustryCourse 准教授 フリードマングレゴリ
〇MethodsandIssuesinMeijiHistoryResearch 専任講師 重 松 優
2月25日（社会福祉学会第10回大会）〇同一価値労働同一賃金原則の可能性（特別講演） 教授 森 ます美
○偶然の出会いに意思する思い いま，福祉に求められること（特別講演） 教授 月 田 みづえ
3月10日（ダイバーシティ推進機構 産学連携ダイバーシティ研究会「2016研究活動報告会」）〇機構長あいさつ 理事長 坂東 眞理子／〇活動紹介 教授 森 ま
す美／〇グループ報告 ①女性社員がイメージする『ダイバーシティ』とその施策 ②「ダイバーシティの推進」が企業社員顧客にもたらす影響 ③企業の取組み
と女性が思う「女性活躍」④働く女性の理想の「働き方」と現状／〇質疑応答
3月11日（日本トルストイ協会 第17回「トルストイを語る会」）〇講演 作家 加 賀 乙 彦
3月13日（女性健康科学研究所第2回公開講座 兼 第13回研究支援機器センター談話会「女性の健康科学に関わる諸問題Ⅱ」）〇開会のことば 准教授 山中
健太郎／〇性差に注目した，食事摂取基準（脂質）のエビデンス 教授 江﨑 治／〇骨を護るもの「イソフラボン，カルシウム，心がけ」教授 海老沢 秀道／
〇グリーンナッツオイルと健康 教授 福島 正子／〇全体ディスカッション／〇閉会のことば 准教授 竹山 恵美子／〇司会 准教授 渡辺 睦行
平成28年度学苑編集委員
委員長 松本 孝（近代文化研究所長）
西脇 和彦（総合教育センター）
久下 裕利（日本語日本文学科）
井原 奉明（英語コミュニケーション学科）
関口 靜雄（歴史文化学科）
ボルジギンフスレ（国際学科）
元吉 進（ビジネスデザイン学科）
島谷まき子（心理学科）
吉田 光爾（福祉社会学科）
フフバートル（現代教養学科）
木間 英子（初等教育学科）
堀内 正昭（環境デザイン学科）
秋山久美子（健康デザイン学科）
原 正美（管理栄養学科）
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